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平成

年

平成

年

平成

年

平成

年

平成

年

平成

年

平成

年

（人） （％）

高齢者人口

（ 歳以上）

生産年齢人口

（ ～ 歳）

年少人口

（ ～ 歳）

高齢化率

第２章 総社市の健康に関する現状

１ 人口・世帯の状況

（１）年齢区分別人口と高齢化率の推移

住民基本台帳上の人口は，近年，大きな増減はありません。

高齢者人口は増加傾向にあり，平成 年は 人，平成 年と比較すると

％増加し，高齢化率は ％となっています。

 急速に高齢化が進行しており，特に， 歳以上の後期高齢者が大きく増加している

ことから，今後，介護や生活支援が必要な高齢者の増加が予測されます。

【年齢区分別人口・高齢化率の推移】

資料:住民基本台帳人口

（各年 月末現在）
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（２）

（３）

年少人口割合及び高齢化率の推移

平成 年は，年少人口（ ～ 歳）割合が高齢化率（ 歳以上人口割合）を上回

っていましたが，平成 年にほぼ同じ値となり，平成 年以降は高齢化率が年少人

口割合を上回っています。

少子高齢化の進行は，社会保障制度の崩壊や労働力の減少による地域活力の低下など，

市民の生活や地域経済への深刻な影響が懸念されます。

【年少人口割合・高齢化率の推移】

資料：国勢調査

将来推計人口

将来推計人口の推移をみると，総人口，生産年齢人口，年少人口は減少し続けること

が予測されます。

歳以上の高齢者人口は 年まで増加し続け，その後減少に転じます。

進む高齢化や医療の高度化などで一人当たりの医療費が増大し，保険料等の負担が増

えることが懸念されます。

【年齢区分別将来推計人口・推計高齢化率】

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

（％）

年少人口割合

（ ～ 歳人口）

高齢化率

（ 歳以上人口）

資料：人口問題研究所

年 年 年 年 年 年 年

（人） （％） 総数

高齢者人口

（ 歳以上）

生産年齢人口

（ ～ 歳）

年少人口

（ ～ 歳）

高齢化率

第
１
章

第
２
章

第
３
章
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４
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第
５
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資
料
編
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家族類型別一般世帯の推移

一般世帯数は増加傾向にあり，家族類型をみると，核家族世帯，単独世帯が大きく増

加しています。

三世代世帯を含むその他の親族世帯は，減少傾向にあります。

家族形態の変化は，食習慣等の生活習慣にも影響を及ぼしています。

単独世帯や核家族世帯の増加により，家族や地域とのつながりが希薄になるため，お

互いの健康問題に気づきにくく，孤立化する傾向が懸念されます。

【家族類型別一般世帯数の推移】

資料：国勢調査

一般世帯 ：住居と生計を共にしている人の集まり又は一戸を構えて住んで

いる単身者（施設等の世帯を含まない）

単独世帯 ：世帯員が一人の世帯

核家族世帯 ：夫婦のみの世帯と，夫婦と未婚の子どもから成る世帯（男親と

未婚の子どもから成る世帯，女親と未婚の子どもから成る世帯

も含む）

その他の親族世帯 ： 人以上の世帯員から成る世帯のうち，世帯主と親族関係にあ

るものがいる世帯で核家族でない世帯

非親族世帯 ： 人以上の世帯人員から成る世帯のうち，世帯主と親族関係に

あるものがいない世帯

世帯の家族類型

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

（世帯） 一般世帯
単独世帯

非親族世帯

その他の親族世帯

核家族世帯

（４）
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２ 出生・死亡の状況

（１）出生数と死亡数等の推移

平成 年以降，死亡数が，出生数を上回り，人口は自然減の状況が続いています。

出生数は，平成 年までは 人台でしたが，平成 年以降 人台で横ば

いとなっており，出生率も平成 年に大きく低下しています。

死亡数は増加傾向にあり，平成 年以降 人を超え，死亡率も上昇傾向にあり

ます。

【出生数・死亡数・出生率・死亡率の推移】

資料：人口動態統計

（２）合計特殊出生率の推移

合計特殊出生率は全国よりもやや高い値で推移していますが，平成 年は で

あり，人口を維持するために必要な を大きく下回っています。

【合計特殊出生率の推移】

資料：人口動態統計（総社市値は備中保健所が算出したもの）

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

（人）
出生数

死亡数

出生率

死亡率

平成

年

平成

年

平成

年

平成

年

平成

年

平成

年

平成

年

平成

年

総社市

岡山県

全国
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平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

（人）

低体重児出生数

総社市

低体重児出生率

総社市

低体重児出生率

岡山県

（３） 低体重児の出生状況

低体重児の出生数は，平成 年に 人と大きく増加しましたが，その後 人台

に減少しています。

低体重児の出生率を岡山県と比較すると，平成 年を除き岡山県を下回っています。

【低体重児数・低体重児出生率の推移】

（４）死因別死亡者数の状況

平成 年の死亡者数の死因別割合をみると，「悪性新生物（がん）」，「脳血管疾患」，

「心疾患（高血圧性を除く）」の三大生活習慣病による死亡者数の割合が全体の

％を占めています。

「肺炎」による死亡者数は ％であり，死因の第 位（国は第 位）となってい

ます。

肺炎球菌による肺炎などの感染症を予防し重症化を防ぐために，６５歳以上の方を対

象にワクチン接種が推奨されおり，平成 年度から定期接種化されました。

【死亡者数の死因別割合（平成 年）】

資料：人口動態統計

悪性新生物

肺炎

心疾患

高血圧性を除く

脳血管疾患

老衰

不慮の事故

その他

資料：人口動態統計
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※慢性腎不全（透析あり）（ ），不整脈（ ）、白血病（ ）は上位 位以内に入っていないため，省略

※最大医療資源疾病：国民保険に係る医療のレセプトデータに記載されている傷病名と摘要から金

額の最も高いと算出した傷病名のこと。

資料：ＫＤＢ（国保データベースシステム）
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,

（人）

（　　）

（　　）

（　　 ）


